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1.振　動　基　礎

ここでは,振動問題の解析法を中心に連続帆非線

形,不規則振動に関する研究を概観する.解析法に関

する研究としては,伝達影響係数法　　強制振動問

題の半解析的手法(3)などがある.非線形振動の解析法

に関しては,テイラー変換の適用　各種時間積分手

法の評価　モード重ね合わせ法　新しい調和バラ

ンス法　　　　　　　　　　　　法と　　　　　法　だ

円摂動法(9)を扱った論文がある.

連続体に関しては,差分求積法を用いた円形アーチ

や板　　　スプラインプリズム法による厚肉円筒パ

ネル　　　　　　　　　の方法による直交異方性長方形

板　の振動解析がある.積層構造の振動解析に関する

研究も多く,多層理論を用いたクロスプライ積層平

板　　対称積層板の強制振動　　サンドイッチ長方形

板　　積層複合変厚円すい殻の軸対称振動　がある.

回転している積層円筒殻　　　や回転殻　の振動解

析もある.他に,異方性パラメータ同定法　やはりの

境界条件の実験的同定法　に関する研究もある.

非線形振動を扱った論文としては,任意の三次曲線

ばねを持つ1自由度系の自由振動の厳密解　　　擦

弦振動　　連続はりの非線形正規モード　　積層長方

形板の多モード共振　などがある.不規則振動に関し

ては,等価線形化手法　非線形振動子のスペクトル

応答　　幾何学的に非線形なはりや平面フレームの不

規則振動の有限要素法による解析　　などがある.

また　　　　　　　　　　　　　　の31巻5号と6号に

非線形不規則振動および,非線形力学に関する特集が

組まれているので参考にされたい.

〔小林　幸徳　北海道大学〕

2.耐震・制振・免震

兵庫県南部地震を契機に耐震・制振・免震に関する

研究が再認識され,多岐にわたってなされている.以

下に　　年度機械学会論文集に投稿された,当該関

連研究論文をまとめる.

2・1耐震　　耐震に関する研究は,構造物の耐震

設計法　から,配管系・支持系における地震応答解

折　や耐震設計法　　あるいは配管支持用ダンパの

研究　まで幅広く行われている.また,振動台を用い

た振動実験に替わる簡易耐震実験を目的としたハイブ

リッド実験に関する研究　　　も鋭意進められてい

る.

2・2　制振・免震　　制振に関する研究では, ER疏

体を用いた制振装置に関する研究(39ト　や,高層構造

物や橋りょうの振動低減を目的とする動吸振器等を用

いたアクティブ制輝技術・設計法に関する研究が多く

見受けられる　　　　また,ピエゾアクチュエータ等

を用いた防振装置(55ト　　あるいは磁気ダンパを用い

た免震　といった研究報告もある.さらに,近年注目

を集めているGAを用いた制振装置・機構の最適設計

法　　に関する研究がある.

なお　　　年8月,福岡で開催された

では,耐震・制振・免震に関する25件の報告が

なされた.また,同年6月にメキシコ・アカプルコで開

催された　　　　　第11回世界地震工学会議)にお

いては多数の耐震関係の研究報告がなされた(4枚組

論文集に　　　編以上の論文が掲載されて

いる).

〔藤田　　聡　東京電機大学〕

3.音響・振動

この分野では,まず静音化を目的とした研究テーマ

が散見される.これは近年の生活環境向上に伴う波及

効果として,より快適な場を求める欲求を反映しての

ものであり,今後もこの傾向は強まるものと考えられ

る.テーマは,アクティブノイズコントロール,および

振動・流れ等の音源の直接制御とに大別される.前者

では,騒音制御　にて特集が組まれ,車室,ダクト,

サイレンサなどへの実機適用例が多数紹介されたほ

か, 〃∞制御理論の適用　　分布定数モードセンサの

開発　などがあり,後者ではアクチュエータとして

動吸振機,ピエゾ素子を用い,ニューラルネットを適

用した例　　　ピエゾセンサを用いたフィードバック

制御　の研究例がある.

また,サウンドスケープ・アメニティに関する研究

にも興味を示している人達も多く,他学会も含めて
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横断的組織が構成されている. 6月には環境庁から「日

本の音風景百選」が発表され,第74期全国大会ではこ

の分野に限ったセッションも持たれた　　感性分野へ

の参入,人間との直接的接点ということで,その工学

化が今後おおいに期待される.

つぎに音響振動情幸肝リ用に関する研究も増加してお

り,特に回転機械系の診断に対しての興味ある研究が

多く,方向性を持つパワースペクトル　　ファジィ推

論　　音響パターン認識　　ウェーブレット　など

の適用についてのものがあるほか,関連研究として構

造物の欠陥検知　液面レベル,傾斜センサ　　ひず

み円形状測定　に関するものが見られる.エネルギー

利用ということにも注目されており,エネルギー変換

方法についての研究　　が見られる.

音の発生メカニズムに関する研究も地道に続けられ

ており,送風機音　　レ-ザビームプリンタ　　転が

り音　についての例がある.

〔長井　直之,片山　圭一　三菱重⊥業(秩)〕

4.モード解析

モード解析の世界的な動向を見る最良の機会の一つ

とされる　　　では,年々,セッションの数と論文数

は多くなっているが,最も伝統的な実験モード解析の

セッションの発表件数の割合はかなり減ってきてい

る.これはモード解析が感度解析,制御など,より高級

な動解析技術のベースとなるものであることを物語っ

ている.したがってレビューの範囲を限定するのは困

難だが,ここでは他と重複しないよう固有値解析,実

験モード解析,部分構造合成法　　　　システム同定

を主として取り上げる.「音・振動のモード解析と制御」

が発行された　　構造振動と音の達成解析において,

画期的な手法の開発がなされた　　すなわち,構造振

動および音の固有値解析をそれぞれ別個に行って得ら

れる固有ペアから,達成の固有ペアを算出できること

が初めて示された.実験モード解析を利用して,部分

構造の特性行列を剰余項まで含めて精度よく得る検討

がなされた　　非線形最小二乗法を導入してパラメー

タの削減を図る,岩原らの同定手法が多モード同定に

適用され,あらためてその効率と精度の向上が示され

た　　馬-萩原のモード重合法を基にCMSの定式化

がなされ,これまでのモード加速度法をベースにした

手法に比し精度と効率の向上が示された　　非対称マ

トリックスで表現される回転軸系に,従来のCMSを

基に改良した実モード合成法,および複素モード合成

法を用いた安全性評価法が提案された

など関連の国際会議で発表件数の最

も多いのは,有限要素法　　　モデルの吏軌欠陥同

定までを包含するシステム同定である.この分野はニ

ューラルネットワーク　　　の汎(はん)化能力に期待

する研究　も見られるが,依然として25年以上の伝

統を有すモード解析による研究が主流である.実験デ

ータを使う場合の五つの手法　　　欠陥指標法

モード形状曲率法　　　たわみ変化法　　　たわみ曲

率変化法　　剛性変化法が橋りょうに適用され,育

効性の比較がなされた　　固有振動数や減衰比ではダ

メージが小さい場合は差がでない.そこでエネルギー

伝達率の利用が提案された　　振動中のクラックの開

閉問題の対策には,通常のモード形状よりバーモニッ

クモード形状で検討する方がよいことが示され

た　　　　　モデルの精度向上のために複素モード減

衰を加えることが検討された　　また, 2階の摂動項

を利用する試みがなされた　　この実験データで

FEMモデルの精度向上を図る技術ははん用システム

に組み込まれ始めている.このように,モード解析を

基盤とする技術の設計現場での活用はいまだ発展途上

にあり,今後もモード解析にはますます大きな期待が

かかる.

〔萩原　一郎　東京工業大学〕

5.ロータダイナミクス

ロータダイナミクスに関する研究は活発に行われて

いるが,研究報告から見ると,羽根車の振動,シール

スクイーズフイルムダンパおよび磁気軸受の動特性に

関する多くの報告がなされており,これらの問題につ

いて関心の高さがうかがえる.

回転翼や翼車の共振応答に関しては文南机92)

また,自由振動に関しては文献　　が

ある.ラビリンスシールの流体力　　　制振特性向

上　　円筒シールなどの動特性(9gト　　に関する研究

がある.スクイーズフイルムダンパの特性に関しては,

油を供給する中央円周溝の影響に関する研究　ト

がある.磁気軸受に関する研究は多く,制御手法に関

する研究　卜　　軸受特性　　　　に関する報告が

なされている.動吸振器を利用した釣合い試験機の研

究　　回転体が熱変形したた釧こ生ずる振動に関す

る研究もある　　　　流体軸受の安定性に関して非線

形性,不釣合いの影響を考慮した報告　　　がある.

玉軸受の外輪軌道面うねりに起因した振動に関する報

告　　液体中を回転する円板の流体関連不安定振

動　　　に関する研究,継手　　衝突振動　　ねじ

り振動に関しては文献　　　　　などが報告されてい

る.振動診断に関しても数は多くないが報告　　　さ
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れている.

国際会議としては9月に

および

International Conference on Motion and Vibration

が開かれ多くの研究報告がなされた

〔佐藤　勇一　埼玉大学〕

6.計　　　測

光学的手法,画像処理応用,複数量の同時計測が注

目された.機力・計測関連では,微小力計測法として,

顕微レ-ザラマン分光法によるもの　　複合共振形

光センサによるもの　　位置・形状計測として,距離

画像取得装置　　　　レ-ザトラッキング位置計

測　　単眼視からの位置推定　　単眼画像による位

置決定　　骨移動量の画像解析　　時空間画像解析

による三次元形状計測　　皮膚形状再構成　　音響

位相遅れ利用ひずみ円形状測定　　イメージベース

ド触覚センサによる特徴抽出　　三角錐スリット光

投影法による距離・姿勢計測　　レ-ザ干渉計による

変動計測　があり,他に,振動計測　ト　　人工能

動触角(ユ　無重力下質量測定　があった.材力関連

では,応力測定法として,Ⅹ線によるもの　ト　　紫

外レ-ザラマン法によるもの　　中性子回折による

もの　　硬さ試験機による弾性定数と降伏応力測

定　があり,他に,ホログラフィー干渉法による弾

性変位の面外成分測定　　画像積分処理によるⅩ線

透視検査装置　　レ-ザ顕微鏡画像処理による微粒

子立体計測　　光音響法による表面欠陥の

があった.

〔山本　圭治郎　神奈川工科大学〕

7.モデリング・最適化

7・1モデリング　　　　年の機論C編で,題目に

モデル化と記述されている論文は10数編であった.内

容的にモデル化が重要なポイントの論文となると,飛

躍的に数を増す.構造・機構動力学としてのモデル化

とその制御目的のためのモデル化の2種類の研究分野

に分類できる.後者については後節にゆずり,ここで

は前者について概観する.非線形系としての構造・機

構系のモデル化としてはニューラルネットワークを用

いたタイヤのモデル化　　数学モデルの構築とパラ

メータ同定としては粘弾性基礎試験片の特性　　と流

体波動を考慮した油圧用高圧ゴムホースの挙動　　な

どの報告がある.実機をばね質量モデルでモデル化し

て動作特性の最適化をはかった報告としては真空遮断

器　　など実機適用事例がある.スキーヤーとスキー

-　4

板の達成解析　　などもモデル化の研究であろう.本

学会主催の論文講演会などで口頭発表された論文まで

含めれば,機械構造系の線形・非線形系のパラメータ

同定法から人体やその部分的筋肉の動的モデル化まで

非常に多くの適用事例とそのモデル化の試みの報告が

なされた.

7・2　最適化　　構造・機構系の最適化にしぼれば,

年の機論C編で題目が最適化となっているもの

は10数編であった.なお,制御系設計の論文も最適制

御問題と認識でき,報告数は実に多いが,これについ

ては後節にゆずることにする.まず流行の遺伝的アル

ゴリズムによる最適化の報告が多い.これらは構造系

の位相最適化　ト　やエt/ベータの最適配置問

題　などである.次に,ファジィ制御理論を利用し

た軽量骨格構造の創生法　の提案がある.さらに,

ERダンパを有する振動系を対象に多目的最適化

阪神大震災以降の急激な関心分野である建築構造物の

免震部材の最適配置　　や耐震部材の最適化　　など

がある.積層材料の一連の研究では積層材偏平シェル

の最適化　　が報告された.振動と音響の制御の研究

の隆盛に対応して構造系と制御系の統合化最適設計の

報告　　もある.なお,海外の論文には実験データに

基づく構造改良法や有限要素モデルのモデル化改良法

の報告も例年どおり見受けられる.

〔大熊　政明　東京工業大学〕

8.マルチボディ・システム

海外では研究が盛んなマルチボディ・システム・ダ

イナミクス(多体の運動力学)の研究が,我が国でも最

近注目を浴びてきた.この研究の成果は,はん用解析

ソフトウェアツールとして実用化し,航空宇宙,ロボ

ティクス,車両,各種産業機械等の分野において,広

く普及しつつある.今までの研究動向では,剛体系の

運動方程式を自動生成し,計算機援用による解析に適

したコードを生成するアルゴリズムを探求することか

ら始まり,プリプロセッサ,ポストプロセッサの開発

と続き,最近では,柔軟多体を対象としたフレキシブ

ル・マルチボディ・システムへと拡張されている.

日本機械学会においては　　　　　「マルチボデ

ィ・システムのダイナミクスと制御に関する研究分科

会」が　　年より活動しており,現状と展望に関する

解説　が紹介されている　　　年には,二度のオー

ガナイズドセッションが企画され,合計18件の発表

があり,マルチボディ・システムを対象としたモデリ

ングや解析のほかに,解析手法についての検討　や

新たな対象への拡張　　　　も試みられた.海外の動
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向としては,この分野に焦点を絞った新しいジャーナ

ルH

の発刊が予定されている.

〔須田　義大　東京大学〕

9.運動と振動の制御

第3回「運動と振動の制御」国際会議

が千葉幕張メッセで開催された.海外24箇国からの参

加を得て　　編の論文が発表され,本分野の最近の

動向　　　も報告された.また,振動系・不安定系の

制御に関する特集　　も組まれた.

運動制御の分野では, 2慣性系の速度制御

トラクタ・セミトレーラ系の操舵制御　　工作機械送

り機構用リニアモータの制御　　油圧ショベルの軌

跡制御　　磁気ディスクの位置決め制御　　弾性ロ

ボットアームの制御　　減速機付きDCモータのト

ルク制御　　トラクションドライブを用いたサーボ

機構　などが報告された.また,水素吸蔵合金

サーフェイスモ,一夕　　弾性表面波超音波モー

ダ　　静電モータ　　可変リラクタンス球面モー

タ　　が運動制御用のアクチュエータとして用いられ

た.

振動制御の分野では, -リコブタ　　船　　鉄道

車両　　トラックシート　　ケーブル構造物　　長

大橋主塔　　走行クレーン　　圧縮機　　薄鋼

板　　送水管　　円筒容器　　液体コンテナ　　な

どの振動制御が報告された.さらに,反共振利用の制

振装置　　シーソー形動吸振器　　大形柔軟構造物

の低周波振動制御　　平板のパワーフロー制御

動吸振器を利用した釣合い試験機　　回生エネルギ

ーによる制振　が報告された.また,ER流体

MR流体　　超磁わいアクチュエータ　　　が制振

装置に応用された.

〔栗田　　裕　滋賀県立大学〕

10.制御理論・応用

昨年の特徴は(1)ロバスト制御の研究が依然として

活発であること　　　ロバスト制御の隆盛で関心が薄

れていた従来からの制御も再び注目を集めるようにな

ったこと　　　非線形系を扱った研究がたいへん多い

ことである.また　　　　　　が神戸で開催されたこ

とであろう.主要雑誌別に展望する.不確かな線形系

のLFTアプローチによる安定性　　サンプル値系の

周波数応答　　入出力モデルによる非線形系の適応

出力フィードバック制御　　非構造的不確かさに対

するロバスト性能達成の最適補償器　　非線形系の

グローバ)I,出力レギュレーションと外乱除去

LMIに基づく極配置拘束のあるHm設計　　飽和の

あるアクチュエータを有する線形系の制御　　非線

形系のJ-インナーアウター分観J-スペクトル分

解　　可変構造のモデル推定　　離散時間非線形系

の比制御　　全状態フィードバックの基でのL∞ノ

ルムの最適化　　安定化非線形補償器対のクラ

ス　　離散時間最適制御の代数リッカチ方程式の正

定・半正定解の集合　　非線形フィードバック系の入

出力安定性　　適応非線形安定化器の漸近特性

動的補償器による出力フィードバック極配置　　非

線形逆問題出力トラッキング　　時間領域比同

定　　非線形スモールゲイン定理　　非線形制御系

のハイブリッドフィードバック則　　部分的な状態

観測による不確かな系のパラメータ同定　　出力フ

ィードバックによる最小位相非線形系の漸近的レギュ

レーション　　不確かな非線形系のクラスの多入力

スライディングモード制御　　多変数系のHw同

定　　適応パラメータ同定とシステム同定の性能限

界　　多変数プラントの可変構造によるロバスト

プロジェクション法によるLMI問題の

低次補償器設計　　多変数非線形系のスライディン

グモード制御　　非線形波動方程式の制御　　多変

数制御系のQFT設計　　ボルテラ系の非線形仇制

御　　連続切り換えによる可変構造補償器　　最適

フィードバック・フィードフォワードによる繰返し学

習制御　　時変離散系のHm制御　　適応制御にお

けるニュートレンド　　非標準Hw制御　　ロバス

ト適応制御　　　　同定　　総合安定化器のパラメト

リゼ-ション　　マッチング条件を満たさないスラ

イディングモード制御　　ロバスト安定度指定極配

置　　バックステッビングによる分散型適応制

御　　非線形状態フィードバックを考慮した線形ロ

バスト補償器　　部分観測によるスーパーバイザ制

御　　ディスクリブタ系の二次安定化　　などであ

る.その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

も優れた論文が見られる.一方制御応用に関しては

膨大な論文刊行がなされている.主要なものでは本学

会論文集C編,計目論,シ制情論　　　　のJ.

Dynamic Systems, Measurement, and Control, IEEE

の　　　　　　　　　　　　　　や　　　関連雑誌,

電気学会論文誌D部門などである.国内では

が開催され　　振動系・不安定系の制御理論

とその応用の特集　　制御の産業応用特集　　が組

まれた.

〔野波　健蔵　千葉大学〕
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11.電磁力関連のダイナミクス

第8回「電磁力関連のダイナミクスシンポジウム」

が東京で開催され,電磁力に関する約120件の研究が

発表され,また金沢で第5回磁気軸受に関する国際会

議が行われ,約100件の研究発表が行われた

基本的なものとして,線電極の振動　が研究され,

リニアモータの利用　　　も発表された.磁気浮上に

関しては,磁気浮上列車の動的特性の検討

故障対策　　薄板の浮上制御　等の研究が行われ,

磁気軸受については,構成の検討　　反力の解析

振動応答　　　　計測　　制振・制御　　　　の研究

が発表されている.圧電素子に関する研究も盛んで,

センサとしての利用　ト　　アクチュエータ　　お

よび素子の過渡特性　　と構造物等の制振　ト

微振動シミュレータ　　ソフトハンドリングダリッ

パ　　　　超音波モータへの応用とその解析　ト

等の研究がなされた.高温超電導に関しては,浮上力

特性改善　　振動のモデリング　　浮上体の制

御　　および磁気軸受への応用　　サスペンション

の制御　等が研究されている.またER流体を用い

たダンパ　　油圧緩衝器　　　および除振制御

ロボットアームやはりの振動制御　　　が検討され

た.さらに超磁わいアクチュエータによる6自由度系

の微振動制御　　の研究も行われた.

〔長屋　幸助　群馬大学〕

12.インテリジェント材料

環境変化(温度,圧力,ひずみ,光,電磁場等)を感知

し,対応(構造変化等)する自己センサ機能をもつイン

テリジェント材料の製造と応用は該当年度も多数発表

された.発表されたインテリジェント材料は単独材料

よワも,大きく複合材料,高分子材料,機能性流体の

3種に分けられる.複合材料には板状配列型では光を

変化させる窓　　ナノ構造によるガスセンサ　　バ

イメタル状の感熱性高分子　　粒子分散型では圧電

性塗料による振動やき裂センサ　　導電性粒子分散

高分子によるスイッチ　　調湿紙　　繊維状配列型

では形状記憶合金ワイヤとアクリル樹脂複合材料にセ

ンサを付したき裂進展防止システム　　形状記憶繊

維をAlマトリックスに入れた振動減衰能の促進

などがある.高分子材料には化学的な材料として,光

応答性高分子ゲル　　機能低下で自壊する繊維強化

熱可塑性プラスチック　　温度変化で構造変化する

高分子　　血糖値に応じた薬物放出用ゲル　　樹枝

状巨大分子の化学センサ　　バイオ的な材料として

自己修復の法則を利用した材料　　　　生物が作り出

す機能材料　　骨修復用人工材料のインテリジェン

ト化　などがある.機能流体にはER流体,磁性

流体　　それらの応用　　磁場と電場の両方に応答

する液晶ベース磁性流体　　ピエゾ素子とER流体

による振動制御　　などがある.日本のインテリジェ

ント材料についての報告には, 「原子・分子の協調作用

を用いたインテリジェント材料創製のための基盤技術

開発(第1期)成果報告書」　「電磁力関連のダイナ

ミクスシンポジウム講演論文集」　「機能流体シス

テムの開発とその知的制御に関する研究」　等があ

る.国外では　　　　　　　　　　　　　　　　　に多

くの報告がある.また,インテリジェント材料につい

て,材料とシステムのインテリジェンスを区別し

環境に配慮するリサイクルを考慮したインテリジェン

ト材料を開発すべきという提案　　も重要である.

〔藤田　豊久　秋田大学〕

13.ヒューマンダイナミクス

新しい学際領域の開拓をめざして,人間に関わるさ

まざまな工学的問題を研究する分野を「ヒューマンダ

イナミクス」と総称することにし　　　年に発表され

たこの分野の論文の中から32件の文献を摘出した.

これらをおおまかに分類すると,顔の表情認識

筋力特性の同定　　や筋電と腕の動き　　などの筋特

悼,瞳孔制御系　　眼球運動　　人体の振動伝達特

性　などの人間特性の測定,視覚疲労評価　　漕艇
け

(そうてい)動作　　舞踊運動　　大車輪運動　　蹴

上がり運動　　手の把握動作　　　運動中の頭部

衝突　などの運動・動作モデリング,歩行障害シミ

ュレーション　　歩行訓練システムの開発　　床反

力測定　　アルペンスキー　　野球の投球とフット

ボール・バス　　ランニングにおける衝撃　　垂直

飛び　　スケート・ジャンプ　　リュージュ競技

などスポーツ・運動の計測・解析,ヤリの飛行挙動

シューズの緩衝　　スキー板　　やテニスラケッ

ト　　などのスポーツ用具解析,介護用ロボットアー

ムの開発　　感情を持つ音声の合成　　ドライバと

車両の相互関係に着目した駆動系制御　　人間の運

動の予測とロボットの回避行動計画　　ファジィコ

ントローラの生体運動モデルへの適用　　などであ

る.これ以外に　　　年10月に開催されたジョイント

シンポジウム(スポーツ工学シンポジウム　　　シン

ポジウム:ヒューマン・ダイナミクス　　　での講演

論文集に多くの関連する研究が掲載されている.

〔川副　嘉彦　埼玉工業大学〕
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14.パターン形成現象

回転機械の中には,ロールの外周部と他の接触系と

がある線圧の下で接触を保持しながらロールが回転す

る接触回転系が数多く見受けられる.そのような接触

回転系の運転中に,製品や機械構成要素に規則正しい

パターンが形成され,それが成長する過程を経て大き

な振動を引き起こし,機械の継続的な運転が不可能と

なる場合がある.この現象をパターン形成現象と呼ぶ

ことにする.

曲線部鉄道レールの波状摩耗の発生メカニズム解明

のための研究　卜　　車輪とレールの粗さ測定

やコルゲ-ションと騒音に関する研究　　　　など波

状摩耗に関する研究は多い.粉体が介入したときのロ

ーJt/転動式ミルの振動　　　　冷間圧延のストリップ

に形成されるチャタマーク　　も興味深い.

一方,粘弾性体のパターン形成現象として,ゴム巻

きロールのゴム部の多角形化現象の実験と解析による

解明　　とその対策　　粘弾性円板の接触振動

粘弾性体の振動特性の研究　　および繊維機械のワイ

ンダ系のボビンホルダに巻かれた,糸玉の多角形化現

象の実験と解析　　　がある.また,自動車タイヤの

多角形摩耗現象　　は接触振動時の摩耗によるパター

ン形成現象である.接触振動問題の基礎的研究として

コンタクトスライダの跳躍振動　　　や転がり接触

荷重下でのピッチング発生機構　　もパターン形成現

象に関連する研究である.

工作機械における切削,研削過程での再生びびり振

動はこのパターン形成現象の最も古い研究対象であろ

う.切削加工　　　　およびェンドミル加工　　にお

けるびびり振動発生に関する研究も鋭意続けられてい

る.

〔末岡　淳男　九州大学〕
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.　　　　　　　　　　　　., 41-

ト　　　　　　　　　　　　　　　　ら

ら　　　　　　　　　　,

Teel, A. R., ibid., 4119, 1256.

.ら　　　　　卜

Z.ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

.　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　ト　　　　.

ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　.,

-　　　　　　　　　　　.J,ら　、

.M.ら　　リ

Ramirez, 冒., Int.I. Cont71Dl., 6414, 745. (250) Farahi, M. 刀.
ら

.ら　.　　　　　　　　　　　　　ら,

ら　　,　　　　.

ら　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　ら

ミニ特集,計測と制御　　.　　　渡辺

ら,計自論　　　　　　　　宮里,同上　　　　　　　　津村
ら,同上　　　　　　　　　劉ら,同上

野中ら,同上　　　　　　　　　佐伯ら,同上
池田ら,同上, 32-　　　　　　　　杉江ら,同上,

高井ら,シ制情論　　　.　　　上里
ら,同上　　　　　　　　　　　　　　.ら

特集号,計自論
ステム制御情報
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伊藤ら,機論, 62-　　　　　　　　　藤EEiら,同上621
和多田ら　　　学会鼠

坂本ら,機論　　　　　　　　　　　　中代ら,同上
16.　　　綱島ら,同上　　　　　　　　　　　高橋ら

学会誌, 4-　　　　　　押野谷ら,機論, 62-
山田ら　　　学会誌

久永ら,機論　　　　　　　　　　　鈴木,同上621
.ら

久谷,機論　　　　　　　　　　　　久谷,同上, 62一
野波ら,同上　　　　　　　　　　　　野波ら,

同上, 62-　　　　　　　　　　　　　　　ち
ら,同上　　　　　　　　　　今井ら,

機論, 62-　　,
ら　　　　　　　　　　　　　　西原ら,

機論, 62-　　　　　　　　　　長屋ら,同上
木下ら,同上　　　　　　　　　　　郭ら　　　学会

誌　　　　　　　　　　　　　.D.ら
ら,同上　　　　　　　　　　　鎌田ら,磯論, 62-

.　　　田川ら,同上　　　　　　　　　　　　江
ら,同上

江ら,同上　　　　　　　　　　　　中野ら,同上
.　　　楊ら,同上　　　　　　　　　　　　安野

ら　　　学会誌　　　　　　　　飯田ら,同上　　.
吉田ら,磯論, 62-　　　　　　　　　　長屋ら,同上

金沢ら,機論　　　　　　　　　　　岡野,同上
.　　　藤岡ら,同上

前森,機論　　　　　　　　　　　　河内ら,同上
前森ら,同上　　　　　　　　　　　中

野ら,同上　　　　　　　　　　　章ら,同上　　　　　　,
谷ら　　　学会誌　　　　　　　　藤田ら,機論

593, C, 55.

〔12.インテリジェント材料〕

り1.ll ＼＼　什1... /1・さ.・、バ11..日/J.し　　い∴二　　＼松

崎,バウンダリー　　　　　　　　　　　　　ら
Iud (Lond), 14, 531.

江華,バウングリー　　　　　　　　　　　　ら
-　　　　　　　　中野ら,月刊新素材

谷,機能材料
鈴木,材料技術

剣持,同上　　　.　　　岡野,原子・分子の協調作
用を用いたインテリジェント材料創製のための基盤技術開発(第
1斯)成果報告書平成416年度　　　　　　　　　　　　　　ら,

Polymer Prepr., 371, 475. (330) Dagani, R, Chem. Eng.
.＼'　　　　∴ 3日、

ら

江川,機誌　　　　　　　　　竹本,高分子加工

村,バウングリー　　　　　　　　杉本ら,静電
気学会誌　　　　　　　　　神山,トライポロジスト

森下,第8回電磁力関連のダイナミックスシンポジウム
講演論文集　　　　　　　藤田ら,粉体および粉末冶金

福田ら,機講論No.　　　　　　　　科学技術庁

2585

研究開発局S),原千・分子の協調作用を用いたインテリジェント

材料創製のための基盤技術開発(第1期)成果報告書,平成416年
磨.

日本機械学会主催,第8回電磁力関連のダイナミクス
シンポジウム講演論文集　　　　神山代表,平成7-8年度科
学研究費補助金(基盤研究　　　　研究成果報告書

ら

(344) Noaker, P, M., Manuf Engt, 11612, 45.
〔13.ヒューマンダイナミクス〕

小林ら,機論　　　　　　.　　　長谷川ら,同上,
大滝ら,同上

里見ら,同上　　　　　　　　　　　福田ら,人間工学
197.　　　割ら,同上

顧ら,同上　　　　　　　　長谷ら,機論
.　　　中里ら,人間工学, 32-　　　　　　　小野ら,機

請, 62-　　　　　　　　　　鈴木ら,同上

高野ら,同上　　　　　　　　　　　中沢ら,人間工学,
大庭ら,スポーツ産業芋研究, 6-

渡壁ら,機論　　　　　　　　　　　　谷ら,同上
1928.

池内ら,同上

W.ら　　　坤　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　ら,

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　.
.F.ら　　　　　　,　　　　　　　　　　ら,

.　　　　　　　　芳賀ら,スポーツ産業学研究

前田
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂田ら,

機論　　　　　　.
神田ら,同上　　　　　　　　　　　　佐藤ら,同上,

木村ら,人間工学
高橋ら,機論　　　　　　　　　　　　田所ら,同上

福田ら,同上, 62-
〔14.パターン形成現象〕

須田ら,生産研究　　　　　　　　　　松本ら,機論,

62-　　　　　　　　　　須田ら,同上
ら　　　　　　　.

(.11811　こ1_<さit-　　　　　　′　　　」9　日1 LIHllLl。ト

ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

.　　　藤田ら,機論
藤田ら,同上　　　　　　　　　　　　井上鉄と鋼　, 26.

山口ら,機論　　　　　　　　　　　　　　　未開ら,同
上6ト　　　　　　　　　　　　　後藤ら,同上

.　　　清水,同上
清水ら,同上　　　　　　　　　　　　　　　　　ら,

/J…∴　　　・　　-. (I.〟:∫.　Vり　　1仰∴ミ　　　3g.1り

未聞ら,機論　　　　　　　　　　　　小野ら,同上
小野ら,同上　　　　　　　　　　　村上ら,同

上　　　　　　　　　　　近藤ら,同上
近藤ら,同上　　　　　　　　　　　　　　　土井ら,同

上　　　　　　　　　　　　田中ら,精密工学会誌

機械力学・計測制御分野のトレンド,トピックスは,日本機械学会誌第100巻第945号　　年8月号)に紹介されていま
す.併せてご覧ください.
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